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[教育実践レポート]
「共通教育を熱く語る!一第 1 同学生・教員懇談会-J の
実施と分析
服部窓児・山成数明
Implementation and Analysis of 
"The 1st Student and Faculty Conference: Let's Debate on the Liberal Arts Courses!" 
Kenji HATIORI and Kazuaki Y AMANARI 
The purpase of this document is to report on "The 1st Student and Faculty Conference" held in July 2008, and to analyze its 
results based on the inquiry survey conducted after the conference. This conference was conducted to debate on the follow 
ing theme, "the ideal form of the Liberal Arts courses". By referring to the latest teaching methods as a guide, the students 
and the faculties debated on this topic, without having the diffe田nces in their status get in the way of holding a thorough 
dehate. The reactions by the students were generally very positive. However, there are several is四国 that may need 
improvernents on, such as the time management of the confe問nce， and further enrichment of the debate topics 
はじめに
大学教育実践センターは，平成20年 7 月 30日にイ講堂








































































































































































































































とした者も 3 分の l 程度で，約 3 分の 2 が「たいへん有
益J または「有益j と酒答している。時間については，


















益でしたかJ の問いについては 9 割以上が肯定的な回答





ましたかj については約 7 割が「変わった」と回答して
いる。このアンケートから，どのように変わったかまで

























































































































-j , r意見交換を促進する j ， r学びの自由j ， r先生を育て，
単位にしばられない自分を広げる教義リ， r学生の官、見を
聴く! j , r教員も改まる j ， r全体を概観する授業j ， rイン
タラクテイブな授業を j ， r資任意識を持てる選択システム
を j ， r意見交換しやすい環境j ， r長期的に教義を受けるこ
とを可能に! j , r大学を五年制lこJ 。
3 )自由記述欄においても「デイスカッションの時間がもっと
多く欲しかったj ， r司会がもっと強引に時間管理をすべき
である」といった趣旨の意見が多数寄せられた。今後の重
要課題の 1 つである。
4 )この古に関して，アンケ ト項目の改善が必婆と思われる。
(はっとり けんじ 大学教育実践センター
教員研修支援部門・准教授)
(やまなり かずあき 大学教育実践センター
教員研修支援部門 教授)
